
  

 
 
 

 
 

 

 

会長(C P)山田滋己「苦難の時こそ、我がクラブから明るい光を！」“ Let's emit bright light from our club at the time of hardship！” 
 

国際会長(IP)Jacob Kristensen(Denmark)“TRUST IN THE RIVER OF LIFE”(命の川を信じよう):(Values, Leadership and Extension) 
アジア太平洋地域会長(AP)David Lua(Singapore)“Make a difference”(変化をもたらそう)“INSPIRE”(奮い立たせよう) 
西日本区理事(RD) 古田裕和(京都トゥービー)“Let’s do it now!”“2022に向け埃を持って All is well.” 
六甲部部長(DG)安行英文(さんだ)「行動に信念を、信念は行動に」:Believe in what you do. Do what you believe in. 

1 月強調月間 IBC,DBC 
IBC,DBC の無いクラブの皆さんは他クラブ訪問なさってみませんか。 

中堀 清哲 国際・交流事業主任（鹿児島クラブ） 

  
 

 
  

 
  
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

2020―2021 年度クラブ役員 
【会長】山田滋己【副会長】宮内伸浩【直前会長】水野雄二【書記】宮内伸浩【会計】丹羽和子､小田浩、手塚貴子【監事】鈴木誠也【担当主事】松田道子 

 

Chartered May 8, 1988 

神戸ポートワイズメンズクラブ 

〒650-0001 神戸市中央区加納町 2-7-11 

神戸 YMCA 国際・奉仕センター 

Tel 078-241-7204 

Fax 078-241-3619 

E-Mail：houshi@kobeYMCA.org 

http：//www.kobeYMCA.org/ 
 

第 1 例会第 4 水曜日 6：30-8：30P.M. 

第 2 例会第 1 木曜日 7：00-8：30P.M. 

第 397 号 
2021 年 1 月 

＜ 2021 年 1 月の聖句＞ 
＜主からエレミヤに臨んだ言葉。「立って陶工の家に下って行け。そこで、私の言葉をあなたに聞かせよう。」わたし
は陶工の家に下って行った。彼はろくろを使って仕事をしていた。陶工は粘土で一つの器を作っても、気に入らなけれ
ば自分の手で壊し、それを作り直すのであった。＞   旧約聖書 エレミヤ書 18 章 1－4 節 
                               
 神は、陶工のように、作ったものが気に入らなければ自分の手で壊し、作り直される方だと預言者エレミヤは言いまし
た。この聖書の言葉からかどうかはわかりませんが、賀川豊彦氏がよく主張したのが「創造の原理」「保存の原理」「修
繕の原理」という三つの原理でした。神は世界を創造し、維持し、しかも壊れたならそれを直す働きを持った方だという
のです。今、まさに世界が壊れそうな事態だとも言えます。神が創造された美しい世界をいびつにしている人間の罪を省
みながらも、その修復が神様によって一日も早くなされますようにと願う年明けでした。（丹羽和子） 

＜1 月第１例会＞ 

 
  今年の初詣は、いつもに増して願い事に時間をか
けました。人混みもなく、願いをかなえてくれる方
へじっくり語りかけるような時間を過ごせました。 
年が明けました。新たな気持ちで集いましょう！ 

＜記＞ 
・日時：１月 23 日(土)16:00〜18:30 
・場所：須磨温泉寿楼「臨水亭」＊中止の場合は 
    ZOOM でオンライン新年会！ 
・ドライバー：井内ﾜｲｽﾞ 
・開会点鐘：山田滋己会長 
・ワイズソング 
・聖句・祈祷：丹羽和子ﾜｲｽﾞ 
・懇談「私の楽しみ！」 
・諸連絡、YMCA報告 
・今月のお誕生日、ニコニコ、今月の歌 
・閉会点鐘：山田会長 

＜12 月出席状況＞ 

出席率：73.3％(出席数)11/15(出席率対象会員数)   

充足率：65％(メン9,ゲスト&ビジター4名) 
＜今後の予定＞ 

＜1月第１例会＞ 

 1 月 23 日(土)須磨温泉寿楼「臨水亭」 

 会費 4,000 円、時間 16:00〜19:00 
＜2 月第 2 例会＞ 

2 月 4 日 (木) 19:00-20:30､場所 神戸 YMCA 

＜2 月第１例会＞ 

 2 月 24 日(水) 18:30〜20:20神戸 YMCA 
 坂野一生氏(カンボジア司法省大臣官房・顧問) 

 「東南アジアにおける日本の役割(仮題)」 

＜3 月第 2 例会＞ 

3 月 4 日 (木) 19:00-20:30､場所 神戸 YMCA 

＜西日本区会長・主査研修会＞3月 6日・7日 

HAPPY BIRTHDAY! 
1 日 鈴木誠也ﾜｲｽﾞ 11 日 小田浩ﾜｲｽﾞ 

21 日 手塚貴子ﾜｲｽﾞ 

 

＜2020-2021年度のファンド・累計＞ 
            12月       累計 
ニコニコ      2,000円    21,000円 
物品販売（生柿）                15,000円 
じゃがいも                     310,800円 
その他 



  

 
｢昨年を振り返って、今年目指す事｣（会長メッセージ） 

  会長  山田 滋己 
  昨年は西暦で節目の年､日本においても戦後 75 年や阪神淡路大震災から 25 年と節目の年､自身は次な
る活動へ活かすべく､改めて戦争や災害の惨禍に触れ学ぶ年としスタートしました｡お正月休みの広島､年
始のホーチミンシティ訪問までは順調でしたが､その後は新型コロナで旅行も被災地訪問もままならない
状況に｡仕事でも個人でも国内外と繋がっている現代に､自由に往来できない年となりました｡ 
  回避策が見えてきた後はGoTo キャンペーンの後押しもあり､コロナ禍の移動手段として手に入れたワ
ンボックス車で､今後の被災地訪問やその他長距離での運用に慣れるべく､対策を徹底しながら琵琶湖一
周､香住～鳥取､御殿場(YMCA東山荘)､東広島､岡山､大和高田､南紀白浜等を訪問｡寒暖に関わらず出来る
限り 3密を避けられる屋外でソーシャルディスタンスを充分に確保しながら、会話や食事をして過ごし
た結果､一昨年に増して自然に近づけた 1年にもなりました｡また､11月には8か月ぶりに仕事で東京へ｡ 
  今年は直面している自然の試練を乗り越え国内､海外が再び対面で繋がれる年に､苦難の中からも次へ
活かすべきことを皆様と共に学び続ける年にして行きたいと思います｡ 
  皆さまにとりましても良い年になりますよう､お祈り申し上げ､新年のメッセージと致します｡ 
 

＜12月第1例会報告＞ 
特養オリンピアと共に開催できないクリスマス例会でし

た。三ノ宮会館にて、キリスト降誕劇を影絵で行いました。

チャプレン丹羽ﾜｲｽﾞ作成の台本と装置をクラブメンバー全

員で演じました。DBC 東京むかでクラブのお客様には好評

をいただきました。 

 

 
その後、1年をふり返って一言ずつ思いを述べました。 
会の後と翌日はDBC交流を楽しみました。 

 
ビーナスブリッジからの夜景    垂水区なぎさの池公園 

＜１年をふり返って＞ 
大野ベン：年の初めに東京で前川氏の講演。彼を育てたのは

奈良の母の影響。これをスタートに飛行機にたくさん乗りま

した。 

大野智恵：環境もあるけど、後天的に形成される特徴も大事。 
ゲスト：海外旅行等、家族の思い出ができた。会社は大変。

子育て終了し、時間ができた。 
中山：あれ(結婚)から1年。お披露目パーティができた。今

はもう忙しい。10月19日に女児誕生。大切にしなければい

けない家族がいる。社会も大切にしたい。 
松田：神戸YMCA学院専門学校、及び神戸YMCA高等学
院は大変な年度の始まりだった。新入生の様子がわからない

まま遠隔授業の開始。短期間での遠隔授業の取組みや準備を

行った講師の方々、また学生・生徒・ご家族の皆様に感謝。

このような状態で学生・生徒の希望する進路へ送り出さない

といけないため、とまどい、苦しんだ一年だった。WEB授
業ができるようになったことに感謝。教会では礼拝の配信。

一方通行。94歳でPC始めた方がいる。YMCA経営状態厳
しい。 
水野：高齢者対応で緊張が続いた1年だった。連絡があるた

びに心配。大ごとがなかったのは幸い。全員PCR検査を受

け、全員陰性。家族は東京や金沢で集合する旅行を計画して

いたが、全部没。チャリティーコンサート成功させたい。 
丹羽：今回初めてクリスマス例会に、メンバー全員で演じた

降誕物語の影絵ができた。うまく行ってよかった。 
今井みどり：このような困難な時は忍耐しかない。希望のも

てる日がくるのが待ち遠しい。 
今井：緊急事態宣言以来大変だった。千葉県佐倉に住んでい

る。新緑の美しさに改めて感動した。神の御業と考えている。

YYシニアキャンプ、野尻キャンプは中止せざるを得なかっ

た。寂しい。けれども力を与えてくれる。 
神保：神戸ポートクラブのクリスマス例会に今年も出席でき、

皆勤賞をもらおうと思う。毎年キャンプで一年を送っている

が、今年は何もなかった。教会や社会福祉法人、家でごろご

ろしている。 
郡：去年1月シンガポールでの結婚式に招待された。コロナ

で航空自衛隊等の見学がダメになった。ジャガイモ販売が少



  

し減った。一番悲しい。豊かな老後を送りたい。 
山田：1月にベトナムへ行った。枯葉剤の被害を見た。広島

を思い出した。ワンボックスカーを購入。浸水していない畳

の上で寝ることができる幸せを、キャンプの大切さ（不便さ）

から改めて実感した。心豊かに行きたい。 
細見：「一年をふり返って」の言葉を17文字にしました 

ごまめの歯ぎしり逝く年のエレジー 

井上：コロナの情報収集と対策ガイドライン作成で混乱ピー

クが５月。マスク、メガネ、オンライン会議のイヤホンを装

着する順番にようやく慣れた夏。感染防止と事業再開のバラ

ンスにはいまだに苦慮している。六甲部、各クラブからのご

支援、激励が支えになった１年だった。 
井内：本年度も対面の例会にはあまり出席できず残念。自

粛期間のZoom会議でメンバーと繋がれたのが良かった。 

現在滋賀県に出張中であるが、宿舎目の前にヴォーリズ建

築の豊郷小学校旧校舎があり、毎日見れる綺麗なライトア

ップが仕事疲れの癒しになっている。 

＜スマホ一年生で思うこと＞ 
小田浩 

昨年9月よりスマホを使い始めた者として、感じ体験した一

部を記します。 
今までの生活スタイルはもち続けたいと、他人に迷惑をかけ

ず、余生の人生をワイズ活動、町内のボランティア活動、趣

味、旅行や医者通い他が生活の中心でした。 
遠い地の友人との会話は延々と長時間になることも再々。動

画で一層近況が互いに判る。趣味の旅行、読書も共有できる

ことで、又、海外情報も適宜得られることが、使い始めたキ

ッカケでした。 
それまで、スマホの便利さ、効率の良さは頭では理解できた

がそれゆえ、生活が乱れ、不健康な生活になるのではと思っ

ていた。（使い始めて、それは杞憂と判明。） 
使い始めた、世界中で使われているこの小さな機器の機能に

驚くばかり。沢山のアプリがあり、自分の好み、生活スタイ

ルに沿い選べる。情報を選べることで、健康な生活に役立て

る積りです。 
次に、今までの体験の一部を紹介します 
１．音声と動画を同時入手できる故、具体的に物事の進め方、

理解に役立つことです。相手と情報を共有でき、行き違いが

無くなったことです。 
２．スマホやパソコンを利用してECコンサルタント、企画

運営業、代理店業を経営する現場を見聞することができたが、

正に人件費、事務所費、旅費、交通費等、固定費を少なくし、

（特にコロナ後は、この形式が好まれる由、又理論上、理想

は、費用は全て変動費とするのベスト）時間、場所に縛られ

ないこと。前もって計画的に仕事が進められ、従って効率的

になることでした。小さな会社が大手と競争し、効率、生産

性で勝つことも聞きますが、スマホはじめ、情報、ハード、

ソフトを使える創る時代と実感できました。 

３．或る会社のZOOMセミナーに参加。時には講師は米国

NYウォール街からライブ配信です。家に居ながら現地情報

が届くなんて、驚き、感動する程です。その情報を自分流に

解釈ストリーを制作し楽しんでいます。 
４．数年間音信不通の人から突然連絡あり。交流再開となっ

たことです。（但し、どうして小生スマホを使い出したのが

解ったか不明）。又、別の人からは身近な友人として感じる

様になったとも言われ、スマホを生活の中にある人はそうな

んでしょう。 
５．スマホの年賀状にも驚くばかりでした。数人の相当な技

能とセンスをもった方から、創作画像や写真が動画が入った

正月の雰囲気ある内容でした。生活の潤いとして画面を作る

のを楽しみにしているのでしょう。 
６．1 月の第２例会には、クラブの人の協力を得て、LINE
で参加。その便利さに感動したばかりです。 

 
昨今、一言壁の多い時代と考えます。メキシコ国境沿いの

壁、違いを無視する壁、情報を共有する/しない壁、自分ファ

ーストの壁等です。ケータイが実用化された３０年〜２５年

前、生活に大きな変化をもたらしたが、技術のハード、ソフ

トの進化は何百倍何千倍、それ以上の効果を発揮。仕事に家

庭に教育現場に活用され、目に見える/見えない壁を無くす

様な時が来るでしょう…と思うこの頃です。 
 

1 月第 2 例会記録(抜粋) 
1.日時:2021年 1月7日(木)午後19:00-20:20 
2.場所:Web会議 
3.出席予定者:井内、井上、大野勉､大野智､小田､丹羽､細見､

松田､水野､山田 
4.内容: 
(1)12月第1例会 
･日時:2020/12/11日(金)18:30-20:20 
･場所:神戸YMCA 308､309教室 
･出席者: 
メンバー 大野勉(ドライバー)､大野智､小田､ 
          郡､中山､丹羽､水野､松田､山田 9名､ 
ゲスト 山田会長ご友人 1名 
ビジター (東京むかで)今井武彦ﾜｲｽﾞ､今井みどりﾒﾈｯﾄ､ 
          神保伊和雄ﾜｲｽ  ゙ 3名  
･内容:クリスマス例会(影絵による降誕劇)､DBC交流 
      (1年をふり返って各自トーク)他 



  

(2)12月度活動報告 
･12/12(土)10:00-15:30  DBC交流[垂水界隈､淡路島] 
       (東京むかでクラブ)神保ﾜｲｽﾞ､大野勉､郡､山田 
･12/12(土)17:00-20:00当クラブ 詳細説明会  
  2名の入会候補者へオリエンテーション：大野勉､大野智､山田 
･12/18 (金)-25(金) 宝塚クラブ主催「みんなでつくる 
       One Christmas」You-tube視聴 
(3)1～ 2月のクラブ例会 
･ 1月第2例会: 1/ 7(木) 19:00-20:20､場所 神戸YMCA 
･ 1月第1例会: 1/23(土)16:00-19:00､場所須磨寺寿楼 
  「臨水亭」｡新年親睦会｡新型コロナ対策を徹底して実施｡ 

会費4,000円(超える分クラブ補助）。タイとズーム交 

流は中止。次期 大野智部長期 部会会場下見兼ね 

 ＊中止の場合は、ZOOMにてオンライン新年会！ 

･ 2月第2例会: 2/ 4(木) 19:00-20:20､場所 神戸YMCA 
･ 2月第1例会: 2/24(水) 18:30-20:20､場所 神戸YMCA 
(4)今後の予定､他クラブ例会等 
･ 2/20(土) 14:00～15:30 第32回 ハイブリッド 
   阪和部会「寄り添う!!忘れない!!」｡Zoom参加可｡ 
   500 円 
･ 2/23(火) 日本YMCA大会(第21回) 
･ 3/ 6(土)-7(日) 次期会長･主査研修会 
･ 3/27日(土) 京都パレスクラブ) 50 周年記念例会 
於 京都ホテルオークラ､登録費／ 10,000 円 
(5)協議課題 
･ 3月第1例会 3/24(水) 小合瀬 雅之さん 
  入会式準備について 
･ 4月第1例会 4/24(土) 移動例会について 
･ 5/1チャリティーコンサート 準備について 
･IBC)チェンライクラブとの交流強化 
  Web(Zoom)でチェンマイ､チェンライ､神戸との交流 
･地域奉仕事業 まなびと 餅つきの代替に､例えば清掃 
  活動など 

 
 

 

 

＜第２例会の様子＞ 
 

＜APEベンさんの12月＞ 

12月5日(土) エリアQCM 

12月7日(月) 六甲部会長会 

12月10日(木)YMCA・ワイズパートナーシップ委員会 

12月13日(日)西日本区メネット事業委員会 

12月14日(月)ワイズ将来構想特別委員会 

12月17日(木)エリア憲法タスクフォース 

12月19日(土)大阪センテニアルクラブ例会 

       国際RDEトレーニング 

12月21日(月)AEOミーティング 

 

神戸YMCAマンスリーレポートから 
 

（１）2020年12月、神戸YMCAの各部、各園、各校にお

いて、コロナ禍で工夫を凝らしたクリスマスの行事が開催

されました。神戸YMCA高等学院のクリスマス礼拝は、一

年を振り返り、皆で共有する時間の大切さを思いました。

専門学校日本語学科のクリスマス発表会は、各クラスをオ

ンラインで繋いで開催しました。演じる人、語る人の配役

など知恵を絞っての演目準備はどのクラスも質の高いもの

となりました。専門学校ホテル学科は、卒業制作の模擬挙

式を行いました。日本キリスト教団栄光教会を会場とし、

リアルなお二人にご協力いただき、当日はリハーサル以上

の完成度で無事に終えることができました。 
様々なことが出来なくなっているコロナ禍で、できるこ

とに目を向けて創りあげていくことができたクリスマスシ

ーズン、多くの方々にお支え頂きYMCA活動の歩みが進め

られておりますことに感謝申し上げます。 
（２）12月22日、神戸YMCA職員クリスマスを、三宮会

館を会場として、オンラインとのハイブリッドで行いまし

た。「イエスの名前は『インマヌエル』」というテーマ

で、山本俊正さん（日本YMCA同盟理事/神戸YMCA常議
員・国際委員/関西学院大学神学部講師）にメッセージを頂

きました。 
（３）昨夏、日本YMCA同盟（国際賛助室）の企画で、

YMCAオンライン日伊チャリティーコンサートが開催され

ました。これは、元Ｎ響のコンサートマスターだった徳永

さんと、「真田丸」オープニングを弾いていた三浦さんの

ご協力、さらにイタリア大使館大使ご夫妻などの全面支援

によって開催されたものです。この収益は、コロナ禍で困

難にある日本の青少年のユースのためにYMCAポジティブ

ネット募金とイタリア大使館を通じて、イタリアの医療支

援に用いられます。以下、神戸YMCA のＨＰにYoutube 

URLをリンクしておりますので視聴いただけますと幸いで

す。 
https://www.kobeymca.org/ 

 
編集後記 

外出着 クローゼットに 眠ってる 

ズーム会議は 室内着で十分  弁子 

 ZOOM会議は便利ですが、かえって会議が増えました。服

装は楽です。しかし、その会議に見合った服装を心がけた

いものです。といっても上半身だけでしょうか。 

リアルに会える日を首を長くして待ち望んでいます。 


